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通告順位 １ 

議席番号 氏   名 所   属 

13 高岡 宏和 未来創政会 

 

通    告    事    項 答  弁  者 備  考 

 

・ 高岡市地球温暖化対策実行計画と市の取組みについて 

 

(1) 二酸化炭素の削減量の算出方法は。 

 

(2) カーボンニュートラル達成のために必要な再生可能エ

ネルギー創出のシナリオは。 

 

(3) 脱炭素社会の実現に向けた、蓄電池利用についての考え

は。 

 

(4) 2050 年カーボンニュートラル実現のための市民啓発に

ついて 

 

① 目標達成のため、市民にはどのような行動変容を期待

するのか。 

 

② 住宅の温室効果ガス排出の削減においてのボトルネ

ックは。 

 

③ 国や県の脱炭素や省エネにつながる補助金等の情報

を市民に広報しては。 

 

(5) 市内学校の暖房設備について 

 

① 市内学校における各教室でのボイラーとエアコン、蓄

熱式電気暖房機の割合は。 

 

② 各教室における蓄熱式電気暖房機の設置台数と、電気

代が上昇している中で、設置当初と現在を比較した電気

代の差はあるのか。 

 

③ 各教室の蓄熱式電気暖房機をエアコンに替えた場合

の電気代の削減効果と二酸化炭素の削減量は。 

 

④ 脱炭素の推進と光熱費削減の観点から、市立学校の蓄

熱式暖房機の蓄熱量を１／３程度に減らし、エアコンと

併用して運用しては。 

 

(6) 脱炭素を見据えた、公民館分館の空調設備について 

 

 

 

 

生活環境文化

部長 

生活環境文化

部長 

 

生活環境文化

部長 

 

 

 

 

生活環境文化

部長 

 

生活環境文化

部長 

 

生活環境文化

部長 

 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

教育長 
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通    告    事    項 答  弁  者 備  考 

① ４公民館分館の空調設備の熱源と空調エリアは。 

 

② 吸収冷温水機を電気式ヒートポンプに替えた際の二

酸化炭素と光熱費の削減量は。 

 

③ 地球温暖化対策実行計画では、既存施設のＺＥＢ化推

進計画を策定し、既存公共施設のＺＥＢ化を進めるとし

ているが、公民館分館はその対象になるのか。 

 

④ 公共施設の空調設備について、脱炭素の観点から空調

設備の導入についての考え方は。 

 

⑤ 地球温暖化対策実行計画に則り、公民館分館の改修時

には、各部屋個別の高効率空調機に替えるべきでは。 

 

(7) 新設、更新される公共施設の地球温暖化対策について 

 

① 道の駅万葉の里高岡のエアコンの入替えにあたり、高

効率空調機器を選定すべきと考えるが見解は。 

 

② 地球温暖化対策実行計画の策定後に建設される市立

学校においては、ＺＥＢや高効率空調機の設置など、脱

炭素に配慮しているのか。 

 

③ 新設される消防庁舎において、太陽光パネルの設置の

設置枚数が少ないと考えるが、設計時に脱炭素の視点を

より盛り込むべきではなかったのか。 

 

④ 2027年までに蛍光灯製造及び輸出入禁止になるが、本

市の公共施設ＬＥＤ化についての見解は。 

 

⑤ 市庁舎の蛍光灯照明器具について、安定器の取外しな

どの簡単な改造工事のみで現状器具をそのまま利用で

きる直管型ＬＥＤに替えては。 

 

⑥ 脱炭素化推進事業債を活用し、本市の計画的な公共施

設の脱炭素化を進めては。 

 

(8) 高岡市地球温暖化対策実行計画を進めるための市役所

の体制は。 

 

(9) 脱炭素社会の実現に向け、市が率先して取り組むべきと

考えるが、見解は。 

教育長 

 

教育長 
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部長 
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部長 

 

教育長 
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教育長 
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通告順位 ２ 

議席番号 氏   名 所   属 

18 福井 直樹 自由民主党高岡市議会議員会 

 

通    告    事    項 答  弁  者 備  考 

 

・ 持続可能な本市を目指して 

 

(1) 農業政策について 

 

① 「地域計画」策定の現状と今後のスケジュールは。 

 

② 「地域計画」は策定がゴールではなく、定期的に見直

すべきと考えるが、見解は。 

 

③ 「クロスコンプライアンス」の導入に向け、農業現場

への周知を急ぐべきと考えるが、見解は。 

 

④ 昨年７月の大雨災害での農地復旧は９割程度が済ん

でいるとのことであったが、今回の地震により再度、被

災した箇所はないか。また、今回の地震における農業用

施設等の被害状況は。 

 

⑤ 震災被害復旧に併せ、老朽化が進んでいる農業用施設

等を強靭化していく考えは。 

 

(2) こどもまんなか社会について 

 

① 「障がい児福祉サービス支援事業」のうち、新たに設

置を予定している一般相談支援事業所について 

 

 ア 「きずな子ども発達支援センター」との役割分担は。 

 

 イ 「きずな子ども発達支援センター」受診待機期間に

ついて、期待する改善効果は。 

 

② 「医療的ケア児保育支援事業」について 

 

 ア 公立保育園等に拡充することになった背景は。 

 

 イ 現在の受入施設の課題等を確認し、新たに受入先と

なる公立保育園等に反映するべきと考えるが、見解

は。 

 

 ウ 現在の受入施設への支援を手厚くする考えは。 

 

 

 

 

 

 

産業振興部長 

 

産業振興部長 

 

 

産業振興部長 

 

 

産業振興部長 

 

 

 

 

産業振興部長 

 

 

 

 

 

 

 

福祉保健部長 

 

福祉保健部長 

 

 

 

 

福祉保健部長 

 

福祉保健部長 

 

 

 

福祉保健部長 
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通    告    事    項 答  弁  者 備  考 

 

③ 「こどものショートステイ（短期入所）支援事業」に

ついて 

 

 ア 児童虐待の抑止を図る、とのことだが、期待される

効果は。 

 

 イ 県の児童相談所との連携を、どのように考えている

のか。 

 

④ 公設民営の「放課後児童健全育成事業（学童保育）」

について 

 

 ア 教育施設で保育を実践していることの課題は。 

 

 イ 学童保育の需要が多い地域に対して、地域交流セン

ターを活用する考えは。 

 

⑤ 2027年度以降の次期県立高校の再編について 

 

 ・ 本市としての考えを、県へ要望する必要があると思

うが、見解は。 

 

(3) セリオタウン推進事業について 

 

① 御旅屋セリオのフロアを充足することを掲げた「セリ

オタウン構想」の現状と課題は。 

 

② にぎわいづくりの拠点となる公的施設であるオタヤ

子ども広場、高岡地域地場産業センター（ＺＩＢＡ）、

高岡子育て支援センターの利用者数は。 

 

③ 御旅屋セリオの一部について、予定どおり、業務委託

契約に基づき高岡市土地開発公社より買戻しを行うが、

今後の利活用の方向性は。 

 

④ 地域の宝であるこどもを生み育てやすいまちとして、

オタヤ子ども広場や高岡地域地場産業センター（ＺＩＢ

Ａ）、高岡子育て支援センターがある御旅屋セリオを、

人が集い交流する場としてもっと活用し、中心市街地の

活性化を図るべきと考えるが、見解は。 

 

⑤ 「ＴＡＳＵ」について 

 

 ア ＴＡＳＵを活用された方の起業の状況と課題は。 

 

 

 

 

福祉保健部長 

 

 

福祉保健部長 

 

 

 

 

 

福祉保健部長 

 

福祉保健部長 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

産業振興部長 

 

 

産業振興部長 

 

 

 

産業振興部長 

 

 

 

産業振興部長 

 

 

 

 

 

 

 

産業振興部長 
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通    告    事    項 答  弁  者 備  考 

 

 イ 大学を卒業した女性が戻って来たくなる視点で、Ｔ

ＡＳＵを活用した女性の起業を促進する取り組みを

強化してはと考えるが、見解は。 

 

 

(4) 震災で得た教訓を活かした本市の今後の取り組みにつ

いて 

 

① 住民アンケートにより震災当日の行動動態を把握し、

地域防災計画の見直しに反映させては。 

 

② 被災自治体に代わりふるさと納税の寄附受付業務を

行う代理寄附に、今後、手を挙げるべきと考えるが、見

解は。 

 

③ 関係機関の協力を仰ぎながら、液状化被害が大きかっ

た関係市町とも連携し、「液状化復旧・復興モデル」と

なるような意気込みで取り組んではと考えるが、見解

は。 

 

 

産業振興部長 

 

 

 

 

 

 

 

総務部長 

 

 

未来政策部長 

 

 

 

都市創造部長 
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通告順位 ３ 

議席番号 氏   名 所   属 

３ 熊木 義城 高岡愛 

 

通    告    事    項 答  弁  者 備  考 

 

１ 能登半島地震を受けての対応について 

 

(1) 高岡市災害備蓄計画について 

 

① 高岡市災害備蓄計画を策定した背景と目的は。 

 

② 今回の地震を受けて、見えてきた課題は。 

 

③ 十分な避難生活が送れるよう、毛布やアルミ保温シー

トの備蓄量を見直しては。 

 

④ 支援物資について、道路状況、交通網の麻痺に関わら

ず市民のもとへ行き渡るよう、想定はできているのか。 

 

(2) 災害時応援協定について 

 

① 今回の震災における、災害時応援協定にもとづく受入

実績は。 

 

② 災害時の燃料の供給体制について、燃料不足に陥らぬ

よう対策を図るべきでは。 

 

(3) 高岡市業務継続計画について 

 

① 今回の震災時において、本計画が計画どおり実行され

たのか。 

 

② 震災を踏まえ、見えてきた課題は。また、それに今後

どのように対処するのか。 

 

２ 少子化への対応と、子育てしやすいまち、高岡の実現につ

いて 

 

(1) 当初予算における子育て対策事業について 

 

① 第一子の保育料・副食費軽減事業について 

 

 ア 第一子の保育料・副食費への負担軽減のため踏み込

んだ支援を行う理由は。 

 

 

 

 

 

 

総務部長 

 

総務部長 

 

総務部長 

 

 

総務部長 

 

 

 

 

総務部長 

 

 

総務部長 

 

 

 

 

総務部長 

 

 

総務部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉保健部長 
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通    告    事    項 答  弁  者 備  考 

イ 第一子が保育所等に入所している世帯のうち、本支

援の対象世帯の割合は。 

 

 ウ 所得制限の上限の緩和、または撤廃を検討しては。 

 

② 女性の健康管理サービス「ルナルナ」無償化について 

 

 ア 導入の狙いは。 

 

 イ ゼロ予算でサービス支援ができる理由は。 

 

③ こどものショートステイ支援事業の狙いは。 

 

(2) 第２期子ども・子育て支援事業計画について 

 

① 現段階での目標値の達成状況と成果は。 

 

② 現計画の実行を振り返り、見えてきた課題は。 

 

③ 次期計画で重視する点は。 

 

(3) 少子化対策の進捗について 

 

① 昨年の出生数と直近５年の推移は。 

 

② 2020 年の総合戦略策定時に基準としていた 10 歳未満

の子どもの数は。また、直近の 2023年における 10歳未

満の子どもの数は。 

 

③ 総合戦略における「10 歳未満の子どもの数が、2025

年までに 2020年＋100人」という目標達成の見込みは。 

 

④ 本市の合計特殊出生率を毎年調査し、公表しては。 

 

⑤ 総合戦略における目標達成に向け、さらなる支援増が

求められると考えるが、見解は。 

 

福祉保健部長 

 

 

福祉保健部長 

 

 

 

福祉保健部長 

 

福祉保健部長 

 

福祉保健部長 

 

 

 

福祉保健部長 

 

福祉保健部長 

 

福祉保健部長 

 

 

 

未来政策部長 

 

未来政策部長 

 

 

 

未来政策部長 

 

 

未来政策部長 

 

市長 
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通告順位 ４ 

議席番号 氏   名 所   属 

６ 田中 勝文 未来創政会 

 

通    告    事    項 答  弁  者 備  考 

 

・ 令和６年能登半島地震災害について 

 

(1) 避難所開設・運営について 

 

① 今回の地震における避難所開設・運営で見えた課題

は。 

 

② 開設した避難所はピーク時で 86 か所だったが、各避

難所の運営にどのような団体が関わったのか。 

 

③ 運営に関わった方は、避難所でどのような活動を行っ

ていたのか。 

 

④ 今回の地震を教訓に自主防災組織で行う訓練を充実

させるため、自主防災組織訓練マニュアルの周知を図っ

ては。 

 

⑤ 本市の防災士の登録者数は。 

 

⑥ より良い避難所運営のため防災士と連携を図っては。 

 

⑦ 女性が安心して避難生活が送れるよう、女性防災士を

増やすべきと考えるが、見解は。 

 

⑧ それぞれの避難所における備蓄に差があったと仄聞

しているが、次の災害を見据え、早急に検証を行っては。 

 

⑨ 円滑な避難所運営を図るため、備蓄品の確認を含めた

避難所開設訓練を実施しては。 

 

⑩ 指定避難所に指定されている県及び民間の施設につ

いて 

 

 ア 今回の地震において、指定避難所に指定されている

県及び民間の施設を避難所として開設したのか。ま

た、開設数は。 

 

 イ 民間施設を避難所として開設する場合、どのような

手順で進めることになっているのか。 

 

 

 

 

 

 

総務部長 

 

 

総務部長 

 

 

総務部長 

 

 

総務部長 

 

 

 

総務部長 

 

総務部長 

 

総務部長 

 

 

総務部長 

 

 

総務部長 

 

 

 

 

 

総務部長 

 

 

 

総務部長 
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通    告    事    項 答  弁  者 備  考 

 

 ウ 民間施設活用をさらに進めるべきと考えるが、民間

施設の避難所指定における課題と対応は。 

 

⑪ 災害発生時に開設している避難所をデジマップ＠た

かおかで周知すべきと考えるが、見解は。 

 

⑫ 市民に対して、平時より災害における適切な避難行動

を周知すべきと考えるが、見解は。 

 

⑬ 今回の地震において、要配慮者のために福祉避難所の

開設を求める要望はあったのか。 

 

⑭ 避難行動要支援者が速やかに避難できるよう、地域で

のサポート体制の見直しが必要では。 

 

⑮ 市民に寄り添った避難所とするため、今後の避難所の

あり方は。 

 

 

(2) 身体・心のサポートについて 

 

① 長期にわたり避難生活を送った避難者に対し、どのよ

うに心のケアを行ったのか。 

 

② 児童・生徒に対する心のケアをどのように行ったの

か。 

 

③ 市職員の心身の健康をどのように保っていくのか。 

 

(3) 今回の地震について、市民、団体から様々な声が聞こえ

てくるが、本市としてどのように受け止めているのか。 

 

 

総務部長 

 

 

総務部長 

 

 

総務部長 

 

 

総務部長 

 

 

福祉保健部長 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

福祉保健部長 

 

 

教育長 

 

 

総務部長 

 

市長 
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通告順位 ５ 

議席番号 氏   名 所   属 

７ 埜田 悦子 立憲民主・社民議員団 

 

通    告    事    項 答  弁  者 備  考 

 

１ 令和６年能登半島地震について 

 

(1) 発災直後、避難行動要支援者名簿に登録されている要支

援者の被災状況は把握していたのか。 

 

(2) 発災直後、市に対して要支援者からの支援要請はあった

のか。 

 

(3) 民生委員なども被災している中、要支援者の避難をどの

ように支援したのか。 

 

(4) 地域防災計画では、要支援者は避難所から必要に応じて

福祉避難所に移動するとなっているが、移動の支援はどの

ように行うのか。 

 

(5) 重度障がい者や車いすの方にとって、災害時の避難所か

ら福祉避難所への移動は、リスクが高いのではないか。 

 

(6) 内閣府男女共同参画局から、災害対応における男女共同

参画の視点からの取組促進について周知されていたが、本

市ではどのようなことに取り組んだのか。 

 

(7) 女性防災士の登録状況は。 

 

(8) 防災士資格取得に向けた補助制度は。 

 

(9) 男女平等推進センターでのジェンダー視点の防災講座

の実施状況は。 

 

(10) 関心が高まっている今、男女平等推進センターでの実

施を検討しては。 

 

(11) 地域防災計画に女性の視点を取り入れた見直しが必要

と考えるが、見解は。 

 

(12) ＮＰＯなど意欲的に防災に取り組んでいる団体や市民

の意見が、地域防災計画の策定に反映されやすい工夫をし

ては。 

 

(13) 志賀原発の想定外の状況に対応するため、地域防災計 

 

 

 

福祉保健部長 

 

 

福祉保健部長 
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総務部長 

 

 

 

総務部長 

 

 

総務部長 
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部長 

 

生活環境文化

部長 
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画のうち、原子力災害対策編についても見直しが必要と考

えるが、見解は。 

 

(14) 災害対応を検証するため、自治会などに災害アンケー

トや意見聴取を行うと聞いているが、高齢者や単身者、若

者や女性など声が届けにくい方々の思いをどのように聞

くのか。 

 

(15) 避難所を利用した方々の意見を集約すべきでは。 

 

(16) 被災者支援策説明会の参加人数は。 

 

(17) 被災者や被災地区からの要望があれば、今後も説明会

を開催する予定はあるのか。 

 

(18) 今、一番寄り添うべき市民は被災者と考えるが、市長

として、直接、被災された市民の声を聞く場を設ける考え

はあるのか。 

 

(19) 元日から全庁挙げて避難所運営や復旧支援に取り組ん

だが、市職員の 1月の平均の時間外勤務の状況と、心身の

健康への配慮は。 

 

２ 福祉施策について 

 

(1) 重層的支援体制について 

 

① 来年度は重層的支援体制が本格運用され、その周知が

必要と考えるが、具体的な方法は。 

 

② 地域包括支援センターや障がい者相談支援事業所で

は専門分野以外の相談にどのようにして対応するのか。 

 

③ 地域包括支援センターや障がい者相談支援事業所に、

熟練した専門相談員が必要であると考えるが、どのよう

に配置していくのか。 

 

(2) 子育て施策について 

 

① 来年度からスタートする「こどもの居場所づくりスタ

ートアップ事業」の具体的な内容は。 

 

② 来年度からスタートする「ひとり親家庭等への大学等

受験料支援事業」について、目指すところは。 
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③ 学童保育の需要に対応するために、公設民営の学童ク

ラブの設立を進めることや、民設民営の学童クラブに支

援を増やすことを検討しては。 

 

④ 市の要保護児童への対応状況は。 

 

⑤ 少子化へ市としてどう対応していくのか。 

 

(3) 福祉に携わる職員について 

 

① 福祉施策は増加の一途、かつ複雑化している中、専門

職の配置など人員体制強化が必要と考えるが、見解は。 

 

② 時間外勤務の多い課トップ５に子ども・子育て課と社

会福祉課が継続して入っているが、その改善策は。 

 

福祉保健部長 

 

 

 

福祉保健部長 

 

市長 

 

 

 

福祉保健部長 

 

 

福祉保健部長 

 

 

 


